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農業水路に設置するカエルの脱出対策における配慮事項

スロープの傾斜角による脱出効果の違い 水路水深・流速による脱出効果の違い

コンクリート水路では，転落後に脱出できずに死亡したカエルが頻繁に観察されます。
カエルの生息場保全のためにスロープ等の脱出対策を設置する際に，高い脱出効果が
得られるスロープの傾斜角と水路の水深・流速条件を明らかにしました。

○スロープの傾斜角は30°以下にします。

○対策工の上流では，カエルの後脚が水路底に届かない水深にします。
○流れに逆らう遊泳は得意ではないので，対策工周辺の流速は小さくします。

○スロープの傾斜角は30°に固定して試験しました。
○水深5cm以上（カエルが水路底に着地できない）または流
速20cm/s以上では，同程度に高い割合で脱出工に到達しま

した。

○水深 5 cm，流速 20 cm/sで試験しました。
○30°と45°のスロープで，水路からの脱出率は同程度

に高い結果になりました。
○45°では，大型の個体が頻繁に足を滑らせていました。
→30°のスロープが最も登りやすいと考えられました。

供試体にはトウキョウダルマガエル85個
体（体長19～67mm）を用いました。本種

は平地の水田・水路等の水辺に生息しま
す。指に吸盤がなく，水路のコンクリー
ト化の影響を受けやすいとされます（環
境 省 レ ッ ド リ ス ト で 「 準 絶 滅 危 惧
（NT）」に指定）。

実験装置はスロープの傾斜角を5段階
（30°，45°，60°，75°，90°）に調
節可能な水路（幅20cm，深さ25cm）を用

いました。水のない条件ではスロープ区
間の中央に，通水している条件ではス
ロープ区間の1m上流に，カエル45個体を
落下させ，1時間行動を観察しました。

水路への落下後の行動 （補足）

○水路に落下した後のカエルの行動は様々でした。
○流れがある条件では，流れに逆らって遊泳し続けたり
一か所に留まり続けたりする個体はいませんでした。
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